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【足立区経済活性化会議】会議概要 

会 議 名 令和６年度第２回足立区経済活性化会議 

事 務 局 足立区産業経済部産業政策課 

開催年月日 令和７年（２０２５年）１月３０日（木） 

開 催 時 間 １４：００～１６：００ 

開 催 場 所 足立区役所１３Ａ会議室 

出 席 者 

文教大学 経営学部 教授 鈴木 誠 

東洋大学 経営学部 准教授 池村 恵一 

足立区議会議員 小泉 ひろし 

足立区議会議員 鹿浜 昭 

株式会社あきば商会 代表取締役 遠藤 美代子 

東武鉄道株式会社 北千住駅長 大根田 文雄 

株式会社しまや出版 代表取締役 小早川 真樹 

足立区しんきん協議会 代表世話人 小林 高広 

足立荒川職業協会 会長 鈴木 又右衞門 

足立区工業会連合会 会長 瀬田 章弘 

ＴＯＫＹＯ町工場ＨＵＢ 代表・プロデューサー 古川 拓 

足立区民 齋藤 遥希 

 

事務局：産業経済部長（産業政策課長事務取扱） 石鍋敏夫 

    企業経営支援課長 岸柳直人 

    足立区勤労福祉サービスセンター 事務局長 八鍬一生 

    足立区観光交流協会 事務局長 安田真人 

    産業政策課 府金、小堀、加藤 

欠 席 者 

足立区議会議員 中島 こういちろう 

西新井青色申告会 事務局長 岩谷 絹子 

株式会社一歩一歩 代表取締役 大谷 順一 

足立区商店街振興組合連合会 理事長 佐鳥 文夫 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 
・ 令和６年度第２回足立区経済活性化会議資料 

そ の 他 
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（会議経過） 

〇石鍋産業経済部長 

令和６年度第２回足立区経済活性化会議

を開催します。皆様ご多用のところ当会議

にご出席いただき、ありがとうございま

す。事務局の産業政策課長を兼任していま

す産業経済部長の石鍋です。よろしくお願

いいたします。 

本日の会議は公開となっていますので、

傍聴席を設けています。また、情報公開の

ため、足立区役所 2階の区政情報課で、委

員の皆様の名簿・会議録・会議資料を公開

しますので、あらかじめご了承いただきた

いと思います。 

本日は、報告・説明等のため産業経済部

の管理職及び事務局職員が同席していま

す。 

次に、本日の出席委員数を報告します。

委員定数 16名、出席委員 12名で、本日の

会議が成立していることを報告します。 

では議事に先立ち、この会議の会長の文

教大学経営学部教授、鈴木誠先生から、一

言ご挨拶をお願いします。 

〇鈴木会長 

本日はどうぞよろしくお願いいたしま

す。足立区の経済活性化計画については、

前回改定の時に携わらせていただきまし

た。今回はアンケート調査を実施するとい

うことで、知見のある皆様にお集まりいた

だいて議論させていただくという運びにな

りました。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

〇石鍋産業経済部長 

（配布資料の確認） 

それではこの後の進行につきましては鈴

木会長にお願いしたいと思います。 

〇鈴木会長 

次第１は終了しておりますので、早速２

の審議・意見交換を進めたいと思います。

地域経済活性化基本計画改定に向けたアン

ケートについて、資料に沿って説明をお願

いします。その後に委員の皆様から順にご

意見を伺います。それではよろしくお願い

します。 

 

〇石鍋産業経済部長 

地域経済活性化基本計画の改定予定につ

いては、以前の当会議で概略をご説明しま

したが、資料１のスケジュールに沿って進

めていきたいと思います。本日、アンケー

ト内容を検討していただき、ご意見をもと

に令和７年度当初にかけてアンケート案の

修正を行います。５月ころ再度この会議で

確認いただき、夏頃にアンケートを実施し

たいと思います。令和７年度の後半はアン

ケート集計結果の速報等を踏まえて計画の

骨子の作成をします。 

令和８年度については、事業の紐付けや

計画の本文を作成して、パブリックコメン

ト等を経て答申となります。その間、経済

活性化会議や部会の開催によって、委員の

皆様に参画いただきたいと思います。 

続いて、次期計画において中心となる柱

の案です。後ほど議論いただきますアンケ

ートを設計するにあたり、どの点に力を入

れて聞いていくか、という中心となる課題

というのを見据える必要があります。これ

までの当会議で出たお話やこれから企業を

取り巻く環境を考えた時に、人手不足の対

応とデジタル活用の対応の２点が、区内企

業の維持成長、経済活性化に欠かせないボ

トルネック的な課題になるのではないかと

考えています。アンケート調査後には中心

となる柱が変わってくる可能性もあります

が、まずはこの２点を中心に据えて調査を

行いたいと考えています。 
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それ以外の課題としては、売上利益の伸

び悩み、創業の促進、新たな消費生活への

適応支援などがありますので、これらにつ

いてもアンケートの中で把握をしていきた

いと思います。 

アンケートの種類や規模ですが、３種類

想定しており、区内事業者向けの産業実態

調査と区民向けの就労・消費者意識調査、

創業の意識調査です。この３つのアンケー

トについて本日の会議では、認識のずれや

足りない視点など皆様からご意見を伺いた

いと思います。産業実態調査と就労・消費

意識調査については先ほども申し上げた人

手不足、デジタル活用の２点について中心

に設問しています。資料２から４につい

て、アンケートの内容をイメージしやすい

ように、実際の設問の形にしています。 

 

〇鈴木会長 

委員の先生方に３種類のアンケートにつ

きまして様々な観点からご意見をいただけ

たらと思います。 

 

〇池村委員 

現計画の中での中心となる柱は、意欲的

な事業者の取り組みを積極支援、チャレン

ジ力や事業者の対応力向上の促進となって

おり、区としてイノベーションや積極的な

事業拡大を強くサポートしていきたいとい

うことでした。今回のアンケートの中心は

人手不足への対応とデジタル活用への対応

となっており、現計画の柱と違う視点であ

ることが気になりました。人手不足やデジ

タル対応は必要なことではあると思います

が、やはり価値を生み出してそれを収益に

繋げていくということがベースになると思

いますので、その点を聞く質問もあっても

いいと考えます。改定によって柱が変わっ

ていく理由の説明など、少し心配となりま

した。 

人手不足というと、関連して外国人労働

者もイメージしますが、足立区の外国人労

働者は増えているようです。アンケートの

採用に関する設問では、外国人労働者につ

いての質問項目もあってよいのではないか

と思います。外国人労働者を採用する場合

はコストがかかると認識しており、外国人

労働者への研修など支援できることもある

のではないかと思います。 

 

〇小泉委員 

足立区の場合は非常に零細企業が多いの

で、アンケートはわかりやすく答えやすく

することは大切です。例えば、アンケート

の中で業種の選択で「製造業」とあります

が、製造業の中にも様々あり、一括りで良

いのかですとか、士業や人材派遣業などは

どれに該当するか、また、例えば「経営

者」という言葉も「代表」などとわかりや

すくした方が回答しやすいと思います。 

キャッシュレス決済も含めデジタル化に

遅れを取っている可能性がありますが、零

細企業だからデータ活用はできない、とい

うことではなく、ハードやソフトに詳しく

なくても、例えば生成ＡＩを使えば事業に

活かせる情報は簡単に取れるので、零細企

業にも活用してもらえるように、寄り添っ

た支援策も必要ではないかと思います。 

事業承継について、区内でも会社を売り

たいですとか高齢だからどうしようという

ご相談も結構あり、この点も取り組みが必

要だと感じています。 

 

〇鹿浜委員 

前回 2021年の調査の中で、経営者の高齢

化で 70歳以上の方が約 3割、中長期的な経
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営方針について 5割以上の方が現状維持、

小規模事業者の 3割の方が廃業や閉店を考

えているということ、5割弱の事業者の方

がインターネットを活用できていない、そ

のうちの 4割弱が必要なしというような結

果で、これらを見ると、今回のアンケート

が区の産業実態と合致してないように感じ

ました。回答する経営者が、行政の支援は

今どういうところに力を入れているのかが

感じられるようなアンケートにしていただ

きたいと思います。特にＳＤＧｓの質問が

最後の１ページしかありませんが、もっと

中小企業にもＳＤＧｓを理解してもらい、

支援内容をアピールできるようなアンケー

トにしていただきたいと思います。 

 

〇遠藤委員 

計画の改定スケジュールを拝見して、時

間をかけてやることは大事ですが、世の中

が変化している時に１～２年は時間がかか

りすぎかと思います。アンケートの集計が

終わった時には、さらに変化しているとい

う可能性もあるのではないかと感じまし

た。 

アンケートの内容としては良いと思いま

すが、例えばカスハラの設問がある中で、

ハラスメントを取り上げるのであれば、現

実問題としてあるパワハラも取り上げても

いいのかと思いました。 

 

〇大根田委員 

人手不足に関して、10年、20年くらい前

は、鉄道が好きで入社する方もいました。

最近は、24時間勤務や、実家から通勤でき

ないなど新卒の方の採用ができないことも

あり、中途採用を実施していますが、中に

はわずか２週間の研修期間にやめてしまう

ケースもあり、アンケートにあるように人

によって様々な理由のようですので、アン

ケート結果で実態を把握できればと思いま

す。 

 

〇鈴木会長 

大根田委員のお勤め先ですと訓練期間が

長いのではないかと思いますが、どのよう

な段階でやめる方が多いのか、会社として

はどう困っていらっしゃるか、いかがでし

ょうか。 

 

〇大根田委員 

最初の研修でやめる方もいますが、大体

は配属後に業務遂行の中で、カスハラや暴

力行為などのお客様対応で苦労したり、職

場の人間関係の中でやめる方が多くなって

います。最初の昇任試験のタイミングくら

いの方は意外と簡単にやめてしまいます。

いくつかの昇任試験を合格してある程度の

年収となり家庭があると長続きするように

なるかと思います。やめてしまうのは経験

の浅い２～３年の方が多いかと思います。 

 

〇小早川委員 

回答する側にとって、アンケートは答え

やすいフォーマットがよく、丸を付けやす

い、色を付けるなどするとよいと思いま

す。できる限り、オンラインで回答しても

らえるように、より考えていただければと

思います。 

業種の種別には「その他」があった方が

よいと思います。 

売上に関しては、コロナ禍から回復でき

ているのか、いないのか、を把握すること

も必要かと思います。印刷業界では苦しん

でいるところも多く、コロナ禍でゼロゼロ

融資を利用したが売上が回復せず返済のリ

スケをせざるを得ない、そのような状況で
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設備投資もままならないという企業もあり

ます。当社でも、コロナで落ちた売上が回

復できない零細の同業者から助けを求めら

れ、人材の受け入れをしようという事例が

あります。 

印刷業の人材の採用については、例えば

廃業する会社の印刷機を扱う職人や印刷機

の引き受け先を募ったところ、取り合いに

なるという事例があるくらい、非常に苦労

しています。足立ブランドの仲間でも採用

には非常に困っているという話も聞きま

す。区では採用の支援には力を入れていま

すが、このアンケートでもより明確に把握

していくとよいと思います。 

デジタル活用に関しては、年齢層で得意

不得意が明確になってきていると思いま

す。足立ブランドでもコミュニケーション

ツールを導入していますが、現状使用でき

ている会社が 65社中約 20社で、高齢にな

ると使い慣れない、よくわからないという

ことで使わない傾向があります。団体活動

において使用を促していても活用できない

状況をどう改善していくのか、アンケート

で年齢層や会社の規模による傾向を明確に

することが重要だと思います。 

 

〇鈴木会長 

いわゆる出版業界の場合、デジタル化と

はどちらかというと対極にあって、デジタ

ル化が進むと出版業界へのニーズは減るの

ではないかと思われがちですが、先ほどの

事例のように職人が取り合いになるという

話について、もう少し詳しく教えていただ

けますか。 

 

〇小早川委員 

印刷製本業は斜陽産業で、年々、受注高

も売上高も下がり、企業数も減っていま

す。その中で残存者利益を得ている一部の

会社があったり、パンフレットはなくなっ

たがパッケージの需要は増えているという

企業があったり、業界内でも差がありま

す。活況な企業は人を採りたい、そうでな

い企業は人が余っているという状況です

が、人材の流動化はまだうまくいっていな

いと感じます。 

 

〇瀬田委員 

全日本印刷工業組合連合会の会長も務め

ていますので、その中でわかるデータや情

報をご紹介します。印刷業というと封筒や

名刺というイメージかと思いますが、大き

く変わっています。コロナ以前から紙の使

用量は直近で 28.4%減少し、３割の紙が世

の中から消滅しています。一方で印刷業の

出荷額は全体で見るとそれほど減っていま

せん。これは、紙を中心に商売していた業

者がデジタル商材やＢＰＯというアウトソ

ーシングサービスを増やしているというこ

とです。 

例えばあるテレビ通販会社ですが、テレ

ビ通販の売上は 20%、40%が紙のカタログ、

残りが WEBの売上です。ですので、デジタ

ル化が進むと紙の効果というのも出てきて

シナジー効果でマーケティングをする会社

というのが増えてきているということで

す。 

例えば年賀状など、ビジネス上で非効率

でやめた方がいいと考えられているものは

減っている、という状況で推移していま

す。 

 

〇小林委員 

今、事業者の大きな課題は、価格転嫁と

人手不足であり、人手不足の中に後継者不

足もあります。金融機関として、事業承継
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は大きな課題だと思っていますが、意外と

表面化せず我々が把握するのは、実際会社

を売った、代表者が変わったという段階だ

ということが多いです。アンケートの中に

も事業承継の項目がありましたので、潜在

的な事業承継の悩みが把握できればよいと

思います。 

デジタル化については、実際にイメージ

すら湧かないという事業者の方も多いと思

います。最近１～２年で、商店街でアプリ

の導入が盛んになっています。導入に 800

万から 900万円かかりますが、東京都の補

助金が 9割出ます。商店街の負担は 1割程

度で、あまりコストに関する意識がないの

かもしれませんが、どの商店街も導入事業

者が同じなので、一度開発したものを他で

も使えるということを考えれば、導入経費

が高いなという印象があります。有効に利

用できればいいなと思います。 

 

〇鈴木会長 

潜在的な事業承継の困りごとがわかると

よい、というお話がありましたが、どんな

質問をすればよいかご意見ありますか。 

 

〇小林委員 

我々も取引先からお話を聞いてデータ化

していますが、融資を受けているというこ

とで我々には弱みを見せらないということ

もあるかもしれないので、本音の部分がわ

かるとよいかと思います。 

 

〇鈴木委員 

デジタル活用については、以前から提案

している足立ペイを実施していただければ

と思っています。地方では、ペイ導入によ

ってご高齢の方も全員スマホを持っている

というところもあるようです。スマホを持

っていない方も足立ペイがあればスマホを

持つようになり、そうすると自ずと様々な

デジタル化が進むのではないかと思いま

す。 

人手不足については「就労・消費意識調

査」の中で、区内での就労を検討する理由

を聞く設問がありますが、非常に興味があ

ります。私の会社の従業員になぜこの会社

に入社したのか聞くと家が近かったからと

答え、そういう従業員が、会社に残って一

生懸命働いています。選択肢としては、よ

り現実的な内容を上にした方がよいのでは

ないかと思います。70万人いる足立区民が

区で働きたくなるような、働く場所として

も楽しいというイメージアップをしたり、

例えば足立区民を採用したら補助金が出る

など考えていただけると良いと思います。 

一方で企業向けのアンケートでは、効果的

だった採用方法という設問の中に、ハロー

ワークなど公共機関という選択肢がありま

す。当社でもハローワークに求人票を出し

ていますが、中々採用できず、新卒でも中

途採用でも、人材紹介等の成果報酬型の方

法を利用し新卒 1人採用するのに大体 100

万円ぐらいかかります。それ以外の方法で

は応募すらないというのが人材不足の状況

です。その次の設問にもあるとおり、採用

広告費や紹介料の負担が大きい、という回

答に繋がるのではないかと思います。他の

区内事業者の状況を把握するために、「成

果報酬型」ということを選択肢として明確

にした方がよいと思います。 

 

〇石鍋産業経済部長 

今年度から人材採用助成金を開始し、求

人サイト掲載料や人材紹介会社の成果報酬

に対しても補助していますが、それぞれ一

定の効果があり、求人サイトの掲載だと
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46％くらい、採用が大変といわれている業

種でも３割ぐらいは採用に至っているとい

う実績があります。 

 

〇池村委員 

大学の就職でも紹介会社主催の説明会や

就職サイトに登録する説明会が多くなって

います。学生はこれらを利用して就職活動

するのが普通になっていますが、紹介会社

が紹介したい案件のみで学生が就職したい

ところは紹介されない、ということで利用

を辞めてしまうということも多いようで

す。 

 

〇瀬田委員 

アンケートの実施は、現状把握のために

大切だと思います。内容も網羅されていま

すが、遠藤社長がおっしゃったように、ア

ンケート結果の後に時代は変わってしまう

ので、小さな規模のアンケートは継続的に

実施していかないと現実と乖離してしまう

のではないかと思います。 

アンケートに関して人手不足とデジタル

化をポイントにするということはわかりま

す。15年後の 2040年に 1,100万人ぐらい

の労働力が不足する、2027年から加速度的

に人手不足になると言われていますので、

今、人を確保できない会社はより一層確保

できなくなると理解する必要があると思い

ます。足立区は 2040年でもそれほど人口は

減らないので、かなり優位な状況かと思い

ます。経済活性化基本計画のような中期的

な計画の中で一気に解消するということは

難しいと思いますので、方向性としては、

関係人口を増やすということかと思いま

す。例えば仕事のミーティングやイベント

などで足立区に来てもらい、区に関わって

くれる人を増やしていって、足立区を面白

いと感じてもらったり、働く場所として選

択肢に考えてもらえるような人を増やして

いくことが、区で働く人を増やすことに繋

がるのではないかと思います。 

区内企業としては、もっと宣伝する必要

があると思います。学生の就活は、今はす

べてデジタル化され、100社くらいにデジ

タルのプラットフォームで登録するので、

その仕組みに参画していない会社は学生に

リーチできません。中小企業としては、そ

ういった会社とタイアップする必要もある

のではないかと思います。一方で、私たち

の業界で 30人くらいの規模でも、会社の特

色を出してリクルーティングの会社を上手

に活用すると、優秀な新卒人材を毎年しっ

かり採用できるという会社もあります。そ

ういったベンチマークも必要ではないかと

思います。 

今、工業会連合会の企業を見ていると、

一番の問題は価格転嫁です。原材料費、労

務費が上がっているのに価格転嫁できず売

上が戻ってきても利益が上がらないという

状況です。足立区としては、入札制度で安

いだけで企業を選んでしまうと負のスパイ

ラルに入ってしまうので、価格だけではな

く区内での貢献度や企業理念、雇用など総

合的に考える制度にしていくことが模範に

なると思います。 

デジタル化に関しては、デジタルクーポ

ンよりもアナログの紙のクーポンの方が、

効果があったという研究結果があり、全て

をデジタルにすればよいということではな

く、マーケティングが大切ということで

す。 

モノを売るにしても、マーケティングや

製品開発をどう支援していくのかという視

点は大事だと思います。区内でも成功して

いるリーディングカンパニーや小さくても
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お客さんがたくさん来ている商店があるの

で、ベンチマークにして学ぶ機会や繋がる

機会を作るとよいと思います。 

製造業や商工会議所で元気のいい会社

は、後継ぎがいる会社です。30代・40代に

後継ぎがいて、先代のやり方に固執せずに

必死でアイディアを出し頑張っています。

こういった後継ぎたちに元気があると経済

が活性化すると思うので、スタートアップ

は都心に移転する可能性もありますが、区

内にいる後継ぎの支援を考えていただけれ

ばと思います。 

アンケートの実施は良いと思いますの

で、その中に今のような視点を入れていた

だきたいと思います。 

 

〇古川委員 

アンケートの実施は非常によいことで、

様々な意見が把握できればよいのですが、

前回は回答者の年齢に偏りがありましたの

で、できる限り広く回答いただけるように

できればと思います。 

アンケートで課題を明らかにする方法も

大事だと思いますが、もう一方でビジョン

を示していく必要があると思います。この

計画は、未来にどういう姿を目指すのかと

いうメッセージが、区民には届かないよう

に感じましたので、答申に至るまでの間に

ビジョンについて議論できればと考えてい

ます。 

区内での人手不足については、何度か会

議でも発言しているとおり、基本的には、

ワクワクするような区へと魅力を高めると

いうことに尽きると思います。足立区にい

る若い人たちが、自分たちの住んでいる町

が好きだと言えることが大切です。現状

は、若者にとっては、やりたい気持ちはあ

るが場所や機会がない、様々な人の協力が

ないと乗り越えられない障壁がある、とい

う状況だと考えられますので、若者が活躍

できる場をしっかりと作ることが大切で

す。 

デジタル化については、何かシステムを

導入すればよいというわけではなく、デジ

タルを活用できる人が、上手く活用できな

い人をサポートするということを考えると

よいのではないかと思います。 

 

〇齋藤委員 

アンケート自体が目的化して実施後に次

はどうするかをそこから議論するのではな

く、最終的にはこういう施策に繋げていく

ため、この意思決定をするため等、目的が

明確になっているとより良いアンケートと

なると思います。 

アンケートの目的を明確にするために、

アンケートが終わった後に会議でどのよう

な議論をし、計画にどう繋がっていくのか

を先に決めておくのが重要です。 

今回であれば、単純に現状を把握するこ

とも重要ですが、人手不足の対応とデジタ

ル活用の対応についてはある程度の過去の

調査から課題は把握できているため、アン

ケートを通じて更に踏み込んだ根本的な原

因を理解し、具体的な施策に繋げていきた

いということが主目的だと理解しました。

その理解に立つと、アンケート項目の改善

点としていくつか挙がります。人手不足の

対応の部分では、例えば採用、育成、定

着、後継者問題などがある中で、特に課題

に感じているのはどこかを聞く質問を入れ

ると良いのではないかと思います。 

採用に関する部分では、新卒の話をして

いるのか、中途採用の話をしているのか、

またどのようなスキルを持っている人の話

をしているのか、具体的にどういう人材の
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ことなのかがこのアンケートだと見えない

と思います。解像度を高めるために選択式

ではなく自由記述の設問を設けて、具体的

にどのような課題を感じているかを記入し

てもらうのが良いでしょう。 

定着や後継者問題についても、原因まで

は質問がありますが、具体的な課題のエピ

ソードを書いてもらうとより深い課題の理

解に繋がると思いました。 

デジタル活用についても、施策に繋げる

ためには、もう一歩踏み込んだ形で、設問

を加える余地があると考えます。 

 

〇鈴木会長 

このアンケートは、非常に細かく質問し

ている部分があり、中小企業がここまで細

かく答えてくれるか、不安を感じました。

属性などの質問が長くて、途中で回答を止

めてしまう可能性があるので、端的に聞き

たいことについて質問するようにした方が

よいのではないかと思います。 

 

〇石鍋産業経済部長 

鈴木会長からのご指摘について、確かに

細かいと思います。一方で企業規模などの

属性による傾向など、クロス集計するため

に必要です。属性に関わる質問は最後に持

ってくるなどで回答しやすくするというこ

とも考えたいと思います。実際アンケート

調査は委託で実施を考えておりますので、

調査会社のノウハウも聞きながら検討しま

す。 

小早川委員からはＷＥＢで回答というお

話がありましたが、ＷＥＢでも回答できる

形を考えており、ただＷＥＢが難しい方も

いらっしゃるので、紙での回答もできるよ

うに考えています。なるべく書きやすい書

式、回答しやすさは考えていきます。 

池村先生から、現計画の「突き抜け」に

該当する部分のご指摘や、古川委員がおっ

しゃったビジョンということにも関連しま

すが、次期計画においても「突き抜け」に

該当するような内容は掲げなければならな

いと思います。一方で、それ以前に人手不

足やデジタルといった障壁が存在するだろ

うと考え、ここを取り除くためには何が必

要なのか、ということでアンケートではこ

の２点を中心に質問したいと思います。 

例えば、人手不足解消に取り組む企業の

側と、働く立場の区民の側と両方からアン

ケートを取ることでギャップを埋められる

ような施策の方向性を見出せればと思いま

す。デジタル化についても同様です。 

池村委員からご指摘のあった外国人の雇

用ですが、昨年７月に区内企業に対して別

途アンケートを取っており、外国人雇用に

ついてはまだ必要がないという意識でし

た。すでに介護や建築現場で、様々な外国

人が採用されていますがこれから増えてい

くだろうと認識はしています。 

小泉委員から業種の分類のわかりづらさ

というご指摘がありましたので、記入しや

すいように工夫します。 

事業承継については、重要な問題と認識

しています。来年度、補助金事業や相談体

制も検討していますが、実態の把握にも努

めていきたいと考えています。 

鹿浜委員からは、アンケートということ

だけでなくＳＤＧｓを周知する手段として

も活用してもらいたいとのお話がありまし

た。企業が簡単に取り組めるＳＤＧｓにつ

いて情報を提示できるように検討します。 

 

〇鹿浜委員 

ＳＤＧｓについて中小企業の認知度が低

く、何から取り組めばいいかわからないと
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いう方が多い気がするので、足掛かりとな

るような設問や例示があると良いのではな

いかと思います。 

 

〇石鍋産業経済部長 

遠藤委員には、世の中が変化している中

で計画の策定に時間がかかり、アンケート

の集計後には世の中が変化している可能性

があるとご指摘をいただきました。慎重に

調整しなければならないという考えがあ

り、時間がかかってしまい申し訳ありませ

ん。アンケート集計後でも経済環境に変化

があれば個別に計画に反映させていきたい

と考えています。 

 

〇遠藤委員 

先ほどパワハラについても聞いてはどう

かと話しましたが、枚数が増えてしまうの

であれば、触れる程度でも良いかと考え直

しました。 

 

〇石鍋産業経済部長 

人材の定着を問う部分でパワハラについ

ても聞くことができると思いますので、検

討します。 

大根田委員からは、従業員が退職してし

まうタイミングについて把握する必要性の

ご指摘がありましたので、どのように盛り

込めるか検討したいと考えています。 

小早川委員からは、売上についてはコロ

ナ禍との比較をした方が良いのではないか

とのことでしたので、回答する側の負担も

踏まえ検討します。 

 

〇鈴木会長 

具体的な数字は回答することが大変にな

りますので、コロナ前と比べて売上は上が

ったかどうかを聞けば、数字では算出され

ませんが答えやすくなると思います。 

 

〇石鍋産業経済部長 

鈴木会長のお話を参考に考えさせていた

だきます。同様に、問７の賃上げの状況に

ついても、答えづらい部分だと思うところ

です。 

 

〇齋藤委員 

計画策定のための意思決定をする上で数

字を聞くことにあまり意味がなく、上がっ

たかどうかを把握したいのであれば鈴木会

長からお示しいただいた通りでよいと考え

ます。 

 

〇鈴木会長 

賃上げは、平均で算出すると役職者と新

入社員が一緒に計算され、新入社員の伸び

率が当然高くなって平均が引っ張られてし

まうという問題もあります。 

 

〇石鍋産業経済部長 

小林委員からは、後継者問題のお話があ

りましたが、業種や年齢によってどんな課

題に直面しているのかを把握したいと考え

ています。 

商店街のアプリについては、都の補助金

が 9割出るので、それを活用しているとこ

ろが多いようです。導入するだけではなく

活用されているのかが重要で、身の丈にあ

った導入を考えることが重要であると考え

ています。 

鈴木委員からは地域ペイのお話がありま

した。我々も研究を進めているところで

す。 

一方で、瀬田委員からは紙のクーポンの

方が効果的という研究があるとのことでし

たが、情報提供いただき、総合的に考えて
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いかなければならないと考えています。 

また、人手不足への中期的な対応として

関係人口を増やしていくという話がありま

したので、計画策定の段階で検討していき

たいと思います。 

古川委員からは、課題も大事だがビジョ

ンを示していく必要があるとのお話があり

ました。売上などの結果だけではなく、何

かしらの理想を掲げていくように計画にお

いては検討したいと思います。 

若者を集める工夫については、千住宿開

宿 400年事業を一過性のものではなく、事

業の成果を観光事業などの中で計画に盛り

込めればと思っています。 

齋藤委員からは具体的なアンケートを作

成するうえでの注意事項について示してい

ただきましたので参考にしたいと思いま

す。 

 

〇小泉委員 

日本のインフレ率は、厳しいながらも世

界的に見ると比較的安定していますが、現

場では業種によっては物価高騰の影響が非

常に大きいです。計画とは別に、物価高騰

の影響に対する支援策など、刻々と変わる

状況への対応も必要になります。 

 

〇石鍋産業経済部長 

常に状況の変化を見て必要な施策をその

都度実施していきます。 

 

〇瀬田委員 

価格転嫁については、最大の事業者であ

る区役所が入札制度で、区内事業者を優先

し、安値の事業者に発注するのではなく、

物価指標に基づいて適正に選び、選ばれた

会社は賃上げをしっかり行い、区に貢献す

るということを行うだけでも経済活性化す

ると思います。難しいとは思いますが、新

しい入札のモデルを作っていただき計画に

も検討していただければと思います。 

 

〇石鍋産業経済部長 

基本計画に拘らず、契約課長や総務部長

に伝えます。 

 

〇鈴木会長 

今回、各委員からいただきました意見を

事務局で集約し、修正案として次回の会議

でご提出いただきたいと思います。次回は

最終的な確認をさせていただきたいと思い

ますのでよろしくお願いいたします。あり

がとうございました。 

 

〇石鍋産業経済部長 

本日いただいたご意見については、アン

ケートの修正を検討し次回の会議でご確認

いただきたいと思います。また、時間の関

係でこの場で出しきれなかったご意見につ

いては、後ほどメールでフォーマットを皆

様にお送りしますので、ご意見をお寄せい

ただければと思います。 

次回の会議は５～６月頃を予定しており

ます。それではこれをもちまして、令和６

年度第２回足立区経済活性化会議を閉会い

たします。本日はお忙しいところ長時間に

わたりありがとうございました。 


